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ご挨拶 ~創立50周年を迎えて~

長崎日米協会会長

長崎日米協会は、おかげさまをもちまして本年創立 50 周年を迎えることになりました。当協会は、日

米関係が大きく変化していく 19印年代後半、新時代の日米関係にふさわしい新しい日米協会を作りたい」

という地兀有志の方々の熱い思いを受け、 1970年(昭和45年) 8月に創立されました。 50年もの長きに

日り、活動を続けることができましたのも、ひとえに歴代会長をはじめ、会員の皆様のご尽力、また関係

者の皆様のご理解と温かいご支援の賜物であり改めて深く感謝申し上げます。

宮脇雅俊

,。.39

AUG2020

長崎は、鎖国時代から国内で唯海外に門戸を開く国際都市として発展してまいりました。日米両国は、

長い交流の歴史の中において、ひとときの困難な時代を経験致しましたが、その困難を克服することによ

つて、友好の紳をより強固なものとしてまいりました。異なった歴史と文化を有する両国民が相互理解を

深めていく過程において、民間レベルの草の根的交流は、とても重要な役割を果たしてきたものと思って

おります。

長崎市と米国ミネソタ州セントポール市が 1955年(昭和30年)に姉妹都市提携を行ったこともそのひ

とつと言えるでしょう。これは、日本が行った初めての姉妹都市提携であり、その交流は現在も脈々と続

いています。遠く離れた2つの市を結びつけたのは、両市民が「市民同士の友情が深まれば、争いのない

平和な世界を築くことができる」という強い気持ちを持っていたからに他なりません。

長崎日米協会は、これまで講演会の開催や高校生・大学生の弁論大会の後援、クリスマス夜会の開催な

ど両国の懸け橋となるよう様々な交流事業を行ってまいりました。そしてこれからも「平和都市長崎」「国

際都市長崎」に存する協会として、次代の担い手である若者たちへ諸先輩方が長い道のりを経て築いてき

た「友好の紳」を確実に引き渡すことが、重要な役割だと思っております。

創立 50 周年を機に日米の友情と信頼関係が一層深まりますよう努めてまいる所存でございますので、

今後とも会員の皆様の層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

会

会
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2019年度理事会・通常総会開催

2019年8月27日(火) ANAクラウンプラザホテル長崎グラバーヒルで、 2019年度長崎日米協

会の理事会・通常総会を開催いたしました。総会には約30名の会員の皆様にご出席いただき、

2018年度の事業・決算報告及び2019年度の事業計画・予算案等が審議承認されました。

講演会開催

2019年8月27日(火)総会終了後、学校法人長崎学院長崎外国語大学副学長姫野順一氏に

「映像に見る長崎における日米関係の歴史」と題しご講演いただきました。姫野氏は経済学史とと

もに長崎学を専門としており、今回は鎖国時代から幕末にかけての「長崎における日米関係」につ

いて、古写真をふんだんに用いてご講演いただきました。幕末の志士達の集合写真など貴重な映像

を見ながら、坂本龍馬や高杉晋作がアメリカについてどのような認識をもっていたかなど、大変興

味深い話を聴くことができました。

理事会の様子 総会の様子
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姫野順氏

f

2019年9月25 e ok)福岡西鉄グランドホテルで、福岡日米

協会主催の日米親善「秋のつどい 2019 が開催されました。

今回の秋のつどい」は8月に着任された在福岡米国領事館

ジョン・C・テイラー首席領事、ユキ・近藤・シャー広幸肘旦当領事

の歓迎会を兼ねての開催となりました。九艸1・山口から集まっ

た多くの日米両国の関係者が、お2人を盛大に歓迎しました。

当協会からは高橋事務局長が出席しました。
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舎

、

.

日米親善「秋のつどい 2019」に出席

講演会の様子

.
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長崎日米協会・長崎日英協会合同「クリスマス夜会2019」開催

2019年12月5日(木) ANAクラウンプラザホテル長崎グラバーヒルで、「長崎日米協

会・長崎日英協会合同クリスマス夜会2019」を開催いたしました。今年でⅡ回目となる本

パーティーには、在福岡米国領事館ジョン・C・テイラー首席領事、ユキ・近藤・シャー広報担

当領事を始めALTやC IRなど過去最高の約 150名の皆様にご参加いただきました。

パーティーは宮脇長崎日米協会会長の挨拶、ジョン・C・テイラー首席領事の来賓挨拶で開会

しました。会場では、長崎県内で音楽活動されている下条様・奥田様・演口様3名によるクリ

スマスソングの演奏や毎年佃例のプレゼント抽選会が行われ、大いに盛り上がりました。ま

た、今年は長崎大学多文化社会学部の学生5名の方々に会場内の通訳や抽選会のサンタ役など

ボランティアスタッフとして活躍していただきました。美味しい料理と美味しいお酒で終始和

やかな雰囲気の中、今年も足早いクリスマスを楽しみました。
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ジョン・C・テイラー首席領事

2019年12月5日(木)と 2020年1月16日(木)の 2 回にわたり、長崎大学で在福岡米

国領事館主催「大使館連続講座」が開催されました。1回目は在福岡米国領事館ジョン・ C ・

テイラー首席領事とユキ・近藤・シャー広報扣当領事、2回目は米海軍佐世保基地アキ・ニコ

ルズ広報官と在沖縄米国総領事館ロバート・ケプキー総領事が講義を行いました。学生に向

けてすべて英語での講義でしたが、長崎日米協会からも延べ 14名が出席し、ふだん聴くこと

のできない領事の話に熱心に耳を傾けました。

在福岡米国領事館主催「長崎大学大使館連続講座」に出席

Ch" t nil p rty

、'
.

長崎大学学生ボランティア

"

ジョン・C・テイラー首席領事 ロバート・ケブキー総領事

.
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*第28回長県高等学校英語スピーチコンテスト

【開催日】 2019年10月5日(士)於:長崎県立佐世保南高校

珠ぎ果】第1部第H立安樂結夢さん(聖和女子学院高校)※九州大会では3位入賞

第2部第H立廣里志穂さん(長崎北陽台高校)

【安樂結夢さんの感想】

スピーチに乗せた私の思いが人でも多くの人に届くようにと、先生方のご指導の下、

大会までの練習を頑張りました。それが結果に結びついたことを嬉しく思います。貴重な経

験をさせて頂き、多くのことを学ぶことが出来ました。今後の活動に活かしたいです。

英語スピーチコンテスト等への後援

【廣里志穂さんの感想】

今回私は初めて九州大会に出場しました。各県大会を勝ち抜いてきた生徒が集まって、自

分のスピーチ(世の中の問題点)を発表する場でした。県大会の倍以上の観客がいる中で、

どの生徒のスピーチもとても上手で、かなり緊張しました。しかし、本番では今までで一番

自分らしいスピーチができたのでよかったです。今回の経験で見つかった弱点を克服し、
メ、

後の学校生活に生かしていきたいと思います。

*第14回長崎県高等学校英語ディベート大会

【開催日】 2019年10月12日(士)於:長崎県立諫早高校

珠吉果】第 1位佐世保北高校

第2位長崎西高校

【参加者感想】

ディベートで一番学んだことは努力の大切さ

だ。チームメイトの足を引っ張らないように、ま

たチームに貢献するために毎日準備、練習を続け

た。辛い日々が続いても努力し続ける「辛抱強さ」

を養うことができた。辛い時にはいつも仲間が支

えてくれた。人ではできないことでも仲間がい

ればできるということがある。社会問題や英語を学ぶことができたのはもちろんだが、それ

以上に精神面で大きなものを得ることができた。このような経験ができた自分は恵まれてい

ると思う。(2年女子)
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*第7回活水女子大学エリザベス・ラッセル杯英語スビーチコンテスト

【開催日】 2019年10月12日(士)於:活水女子大学

【結果】第1位西村祐香さん(九州ルーテル学院大学4年)

第2位小川莉歩さん(活水女子大学2年)

第3位樋田奨平さん(青山学院大学2年)

【西村祐香さんについての総評】

西村さんは、カナダに留学した際に英語で自分の考えを伝

えることのできる喜びを体験しました。その思いを英語教員

になって、若い人たちに伝えたいという抱負を語りました。

英語・内容・伝達力の評価項目全てにおいて、バランスよく

高得点を獲得し、見事優勝を果たしました。

英語スピーチコンテスト等への後援

*第12回長崎外国語大学英語ボキャブラリーコンテスト

【開催日】 2019年12月14日(士)於:長崎外国語大学

【結果】優勝精道三川台高校

準優勝久留米大学附設高校

【精道_川台高校参加者の感想】

・英和辞典と英英辞典のニュアンスの違いがよく理解て

・単語を覚えるきっかけになった。

【久留米大学附設高校参加者の感想】

・準優勝できてよかった。楽しかった。

・単語学習のよい機会となった。

*第6回活水女子大学一校生英語プレゼンテーションコンテスト

【開催日】 2019年12月21日(士)於:活水女子大学

絲吉果】第 1位石田とねりさん(活水女子高校2年)

第2位緒方楓佳さん(諫早商業高校3年)

第3位古賀七海さん(活水女子高校2年)

所亀金翻

【石田とねりさんの感想】

私はプラスティックごみについて調べ、環境汚染を防ぐ

ために自分たちに何ができるのかを考えました。プレゼン

テーションの際には、話すだけでなく伝えることを意識し

ました。普段から疑問に思っていることを調べて発表することができてよい機会になりました。

自己採点は 90 点ぐらいでしたが、発表順が 1番で、待っている間に優れたプレゼンテーショ

ンをいくつも聞いたので、まさか優勝できるとは思ってもいませんでした。



私は3年前、アメリカから長崎に来て、現在は北陽台高校でALTを

しています。

私は最近ある悩みを抱えています。数日前、私のアハートで大きな

「アシダカグモ」がタマゴを産み、それが一斉に騨化しました数百

匹の小さな蜘蛛たちが台所や畳の部屋に降りてきたのです。

そう言えば3年前、長崎に来てすぐのころ、シャワ一を浴

びている私の前に、匹のとても大きなアシダカグモが現れ

ました。その蜘蛛は私に来日歓迎の挨拶にきたのでしょう

が、私は殺虫剤で応えてしまったということがありました。日本に来て初めて「蜘蛛を殺す事は縁起が悪い

事だと知りました。現在アハートに蜘蛛はいませんが、このことで数年分の不運を背負ってしまったので

はないかと心配しています。

私が来日した時歓迎してくれたのは、もちろん蜘蛛だけではありませんでした。北陽台高校の皆さんも

大歓迎してくれました。着任後、初めて学校の皆さんの前でスピーチをしました。それは夏の暑い日でした

が、体育館に集合して、私のスヒーチを待っていてくれました。私は緊張と暑さでスーツをびしょ濡れにし

ながら、不慣れな日本語でスヒーチしたことを覚えています。

さて、これから数週間後に再び生徒の前でスヒーチをします。今回はお別れの挨拶です。私が教えた生

徒は卒業してしまい、当時一緒に働いた先生方の多くも他校に異動されたので前回とは全く異なる生徒た

ちの前でスピーチをすることになります。

スピーチで何を話すかはまだ決めていませんが、スピーチの初めには味"才授業中皆さんの間違った英

語をいろいろと指摘してきましたが、今回は皆さんが私の間違った日本語を直すチャンスですよ。と仏え

ようと思います。そして、「この高校で皆さんと過ごした日々をいつまでも忘れ

ない。」ということも伝えたいです。とても名残惜しいです。そして世界の反対A60

元富

Mt.Fuji
側の国に行くことは、とても勇気が必要で、ワクワクする気持ちと同時に不安力住 3.250m

な気持ちにもなりますが、生徒皆さんにはぜひチャレンジして欲しい。」と伝

越
えたいと思います。アメリカに帰ったら、日本を思い出せるものをいつもそば

に置きたいと思います。アジサイや桜を家の側に植え、収集した陶器を飾りた

いです。友達と緒に日本を旅した時の写真も壁に飾りたいです。ほうじ茶を

飲みながら日本での楽しかったことを思い出したいと思います。私は思い出の

品に囲まれながら、太平洋の向こう側の"故郷"をいつも懐かしく思い出すこ

とになるでしょう。

こんにちは!ロバート・チッチーニです!

編集・発行/長崎日米協会(株式会社長崎経済研究所内)

〒850-0861 長崎市江戸町 6番5号江戸町センタービル部皆

TEL 四5-828一認59 F腿四5-82卜0214 <事務局:高橋・森>

編集後記

長崎日米協会は、おかげさまをもちまして本年創立50周年を迎えることができました。

本会報誌は、「日本と米国とが互いに良きパートナーとして相互信頼と理解を深めていく」という当協会の

設立目的から「partner (パートナー)」と名付けられました。今後とも、会員の皆様の良きパートナーとし

てお役に立つ情報を提供できるよう努めてまいりますので、どぅぞよろしくお願いいたします。


